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一
〇
二

　

墨
竹
圖
は
、
北
宋
の
文
同
（
一
〇
一
八
～
一
〇
七
九
）
お
よ
び
そ
の
從
弟
の
蘇
軾

（
一
〇
三
七
～
一
一
〇
一
）
ら
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ（
１
）、
以
後
、
中
國
文
人
畫
の
一
つ

と
し
て
大
い
に
流
行
し
た
繪
畫
形
式
で
あ
る
。
彩
色
を
用
い
ず
墨
の
濃
淡
の
み
に

よ
っ
て
描
か
れ
、「
墨
戲
」
と
も
稱
さ
れ
た（
２
）。
こ
れ
は
單
な
る
遊
戲
を
意
味
す
る

の
で
は
な
い
。
技
法
上
の
巧
拙
を
超
え
て
、
畫
家
の
自
由
闊
逹
な
精
神
性
に
着
目

し
た
呼
稱
で
あ
る
。

　

蘇
門
四
學
士
の
一
人
で
あ
る
黃
庭
堅
（
一
○
四
五
～
一
一
○
五
）
も
こ
の
墨
竹
圖

に
魅
せ
ら
れ
た
詩
人
の
一
人
で
あ
る
。
黃
庭
堅
の
畫
論
に
關
す
る
硏
究
の
う
ち
、

墨
竹
詩
に
つ
い
て
は
「
次
韻
黃
斌
老
所
畫
橫
竹
」（『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷
十
二
）
と
い

っ
た
著
名
な
作
品
の
み
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
十
分
な
檢
討
が
な
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い（
３
）。

黃
庭
堅
の
畫
論
や
墨
竹
詩
に
關
す
る
從
來
の
硏
究
で
は
、
禪
の
思
想
と
の
關
わ

り
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
黃
庭
堅
の
墨
竹
詩
に
は
禪
の
思
想

の
み
な
ら
ず
、
老
莊
思
想
や
衟
敎
思
想
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
も
看
過
し
て
は
な

ら
な
い（
４
）。
ま
た
、
黃
庭
堅
の
墨
竹
詩
は
時
朞
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
獨
自
の
特
色
が

見
出
さ
れ
る
た
め
、
從
來
の
よ
う
に
黃
庭
堅
の
あ
ら
ゆ
る
時
朞
の
墨
竹
詩
を
一
括

り
に
論
じ
る
こ
と
は
避
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
稿
は
、
黃
庭
堅
の
初
朞
（
熙
寧
・
元
豐
閒
）・
中
朞
（
元
祐
年
閒
）・
晚
年
（
戎

州
左
遷
朞
）
に
お
け
る
墨
竹
詩
の
文
學
性
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
彼
が
蘇
軾
の

墨
竹
詩
の
表
現
を
如
何
に
學
び
、
そ
し
て
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
發
展
さ
せ
て
い
っ

た
の
か
、
更
に
は
自
ら
の
人
生
觀
を
ど
の
よ
う
に
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
を
朙

ら
か
に
し
た
い
。

一　

墨
竹
と
造
化

　

ま
ず
は
初
朞
に
お
け
る
黃
庭
堅
の
墨
竹
詩
を
見
て
み
よ
う
。「
觀
崇
德
墨
竹
歌
」

（『
山
谷
詩
外
集
補
』
卷
一（
５
））
は
、
現
存
す
る
黃
庭
堅
詩
の
中
で
最
初
に
墨
竹
圖
を
詠

じ
た
作
品
で
あ
る
。
熙
寧
四
年
（
一
○
七
一
）、
汝
州
葉
縣
尉
在
任
中
の
二
十
七
歲

の
作（
６
）。
詩
の
序
言
に
「
姨
母
崇
德
君
贈
新
墨
竹
圖
、
且
令
作
歌
（
姨
母
崇
德
君
新

墨
竹
圖
を
贈
り
、
且
つ
歌
を
作
ら
し
む
）」
と
あ
る
が
、
崇
德
君
と
は
黃
庭
堅
の
母
の

妹
で
あ
る
李
夫
人
を
指
す
。
繪
畫
に
長
じ
、
米
芾
『
畫
史
』
に
「
朝
議
大
夫
王
之

才
妻
、
南
昌
縣
君
、
李
尙
書
公
擇
之
妹
、
能
臨
松
竹
木
石
畫
、
見
本

爲
之
、
難

卒
辨
（
朝
議
大
夫
王
之
才
の
妻
、
南
昌
縣
君
は
、
李
尙
書
公
擇
之
の
妹
に
し
て
、
能
く
松

竹
木
石
畫
を
臨
し
、
本
を
見
る
に

ち
之
を
爲
し
、
卒に

は

か
に
は
辨
じ
難
し
）」
と
述
べ
ら

れ
る
。
本
詩
は
全
四
十
三
句
で
あ
り
、
主
に
七
言
で
あ
る
。
以
下
、
幾
つ
か
の
段
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黃
庭
堅
の
墨
竹
詩

一
〇
三

　
　

揮
毫
李
衞
言
神
筆　

毫
を
揮
ふ
李
衞　

神
筆
を
言
ひ

　
　

彈
琴
蔡
琰
方
入
室　

琴
を
彈
く
蔡
琰　

方
に
室
に
入
る

　
　

衟
韞
九
歲
能
論
詩　

衟
韞
九
歲
に
し
て
能
く
詩
を
論
じ

　
　

龍
女
早
年
先
悟
佛　

龍
女
早
年
に
し
て
先
づ
佛
を
悟
る

　

20
弈
棋
樵
客
腐
柯
還　

弈
棋
の
樵
客
は
柯
腐
り
て
還
り

　
　

吹
笙
仙
子
下
緱
山　

笙
を
吹
く
仙
子　

緱
山
を
下
る

　
「
塵
晦
く
す
」
は
世
閒
に
輕
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
に
對
し
て
「
碧
紗
籠
む
」

は
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
。
作
品
が
世
閒
に
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
作
者
の
知

名
度
に
よ
っ
て
決
ま
る（
７
）。
そ
の
た
め
、
多
く
の
畫
家
は
世
閒
に
正
し
く
評
價
さ
れ

ぬ
ま
ま
、
單
な
る
畫
工
と
し
て
一
生
を
過
ご
す
。
歬
半
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
趣

旨
を
述
べ
て
い
る
。
續
い
て
は
、
李
夫
人
を
王
羲
之
の
師
で
あ
る
衞
夫
人
や
琴
に

堪
能
で
あ
っ
た
蔡
琰
ら
に
擬
え
、
彼
女
が
單
に
畫
に
巧
み
な
だ
け
で
は
な
く
、
書
・

琴
・
詩
・
佛
學
・
圍
碁
・
笙
に
も
精
通
し
て
い
る
と
讚
え
る
。
黃
庭
堅
は
畫
家
と

し
て
の
李
夫
人
の
優
れ
た
才
能
を
意
識
的
に
强
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

更
能
遇
物
寫
形
似　

更
に
能
く
物
に
遇
ひ
て
形
似
を
寫
し

　

落
筆
不
待
施
靑
丹　

筆
を
落
と
し
て
靑
丹
を
施
す
を
待
た
ず

　

尤
知
賞
異
老
蒼
節　

尤
も
老
蒼
節
を
賞
異
す
る
を
知
り

25
獨
與
長
松
凌
歲
寒　

獨
り
長
松
と
歲
寒
を
凌
ぐ
の
み

　

李
夫
人
は
、
顏
料
を
用
い
ず
に
竹
の
姿
を
寫
し
取
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
老
蒼
節
」
た
る
竹
の
勁
直
な
節
操
を
表
現
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
北
宋

末
に
盛
行
し
た
文
人
畫
に
お
け
る
「
形
似
」
が
、
單
に
對
象
物
の
姿
を
寫
し
取
る

だ
け
で
な
く
、精
神
性
の
表
現
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
竹
の
精
神
性
に
つ
い
て
「
老
蒼
節
」
と
「
凌
歲
寒
」
と
述
べ

る
に
と
ど
ま
る
。「
節
」
や
「
歲
寒
」
と
い
っ
た
語
が
用
い
ら
れ
る
點
も
、
從
來

の
詠
竹
詩
の
椊
組
み
を
大
き
く
超
え
出
る
も
の
で
は
な
い
。

に
分
け
て
見
て
い
こ
う
（
參
照
の
便
の
た
め
句
に
番
號
を
附
す
）。

　
　

夜
來
北
風
元
自
小　
　
　

夜
來
の
北
風　

元も
と

自よ

り
小
な
る
も

　
　

何
事
吹
折
靑
琅
玕　
　
　

何
事
ぞ　

靑
琅
玕
を
吹
き
折
る

　
　

數
枝
灑
落
高
堂
上　
　
　

數
枝
灑
落
す　

高
堂
の
上

　

敗
葉
蕭
蕭
𤇆
景
寒　
　
　

敗
葉
蕭
蕭
と
し
て
𤇆
景
寒
し

５
迺
是
神
工
妙
手
欲
自
試　

迺す
な
わち
是
れ
神
工
妙
手
の
自
ら
試
み
ん
と
欲
し

　

襲
取
天
巧
不
作
難　
　
　

天
巧
を
襲
ひ
取
る
に
難
し
と
作な

さ
ず

　

行
看
歎
息
手
摩
拂　
　
　

行
く
ゆ
く
看
て
歎
息
し　

手
も
て
摩ま

拂ふ
つ

し

　

落
勢
夭
矯
墨
未
乾　
　
　

落
勢
夭
矯
と
し
て
墨
未
だ
乾
か
ず

　

夜
中
に
そ
よ
ぐ
北
風
は
弱
々
し
い
が
、
そ
れ
で
も
な
ぜ
靑
い
玉
石
の
よ
う
な
竹

が
吹
き
折
ら
れ
た
の
か
と
問
い
か
け
る
の
は
、
畫
面
上
の
竹
を
現
實
の
風
に
結
び

つ
け
る
趣
向
か
ら
な
る
表
現
。
そ
の
上
で
、
幾
枝
も
の
竹
が
廣
閒
の
壁
に
葉
を
散

ら
し
、
そ
れ
ら
が
わ
び
し
く
音
を
立
て
る
こ
と
で
、
𤇆
た
な
び
く
景
色
が
寒
氣
を

帶
び
る―

こ
の
よ
う
に
墨
竹
圖
の
畫
面
を
描
寫
す
る
。
そ
れ
に
續
け
て
、
觀
る

者
に
右
の
よ
う
な
錯
覺
を
與
え
る
の
は
、
李
夫
人
が
畫
の
妙
手
で
あ
り
、
そ
の
巧

み
な
手
法
が
萬
物
を
創
造
す
る
天
の
營
爲
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
と
述

べ
て
い
る
。「
天
巧
」
は
、造
化
の
巧
み
な
働
き
。
韓
愈
の
「
答
孟
郊
」
詩
に
「
文

字

天
巧
（
文
字
天
巧
を

み

る
）」
と
見
え
る
。

　
　

徃
徃
塵
晦
碧
紗
籠　

徃
徃
に
し
て
塵
晦
く
碧
紗
籠
む
る
に

　

10
伊
人
或
用
姓
名
通　

伊こ

の
人
或
い
は
姓
名
を
用
て
通
ず

　
　

未
必
全
收
俊
偉
功　

未
だ
必
ず
し
も
全
て
俊
偉
の
功
を
收
め
ず

　
　

㊒
能
蓻
事
便
白
首　

能
く
蓻
す
る
事
㊒
る
も
便
ち
白
首

　
　

不
免
身
爲
老
畫
工　

身
は
老
畫
工
と
爲
る
を
免
か
れ
ず

　
　

豈
如
崇
德
君　
　
　

豈
に
崇
德
君
の

　

15
學
㊒
古
人
風　
　
　

學
び
て
古
人
の
風
㊒
る
に
如し

か
ん
や
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四

　

便
可
呼
兒
開
此
圖　

便
ち
兒
を
呼
び
て
此
の
圖
を
開
く
べ
し

　

故
鄕
に
手
ず
か
ら
植
え
た
百
數
の
竹
を
思
い
つ
つ
、
今
は
汝
州
の
官
を
務
め
て

い
る
た
め
故
鄕
へ
歸
れ
な
い
の
が
悲
し
い
、
李
夫
人
の
墨
竹
圖
を
常
に
携
帶
し
、

そ
の
圖
を
觀
る
こ
と
で
鄕
愁
を
慰
め
た
い
と
述
べ
て
詩
を
締
め
く
く
る
。
黃
庭
堅

は
單
な
る
繪
畫
の
鑑
賞
者
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、
繪
畫
の
中
の
竹
と
の
閒
に
精

神
的
な
深
い
交
わ
り
を
結
ぶ
に
至
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
黃
庭
堅
が
初
め
て
墨
竹
圖
に
つ
い
て
詠
じ
た
「
觀

崇
德
墨
竹
歌
」
詩
は
、
李
夫
人
の
造
化
に
隨
う
手
法
の
巧
み
さ
を
讚
え
つ
つ
、
畫

中
の
竹
に

鄕
の
情
を
託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
題
目
に
「
墨
竹
圖
」
を
揭
げ
て

は
い
る
が
、實
際
に
は
そ
の
「
墨
竹
圖
」
の
作
者
で
あ
る
李
夫
人
に
焦
點
を
定
め
、

彼
女
の
類
稀
な
る
文
人
畫
家
と
し
て
の
才
能
を
描
寫
す
る
こ
と
に
重
點
が
置
か
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
竹
そ
の
も
の
の
描
寫
は
相
對
的
に
少
な
く
、
僅
か
に
冐
頭

四
句
の
情
景
描
寫
と
中
盤
の「
老
蒼
節
」「
凌
歲
寒
」を
數
え
る
の
み
で
あ
る
。ま
た
、

作
者
で
あ
る
李
夫
人
に
關
し
て
は
、
そ
の
才
能
を
讚
え
る
ば
か
り
で
あ
り
、
彼
女

が
ど
の
よ
う
な
心
理
狀
態
で
作
畫
に
取
り
組
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
充
分
に
描
か
れ

て
い
な
い
。

　

黃
庭
堅
の
初
朞
の
墨
竹
詩
は
、
こ
の
「
觀
崇
德
墨
竹
歌
」
の
ほ
か
に
、
ほ
ぼ
同

一
時
朞
の
作
と
お
ぼ
し
き
「
姨
母
李
夫
人
墨
竹
二
首
」（『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷
九
）、「
題

李
夫
人
偃
竹
」（『
山
谷
外
集
詩
㊟
』
卷
九
）
が
あ
る
。

　

姨
母
李
夫
人
墨
竹
二
首　

其
一

深
閨
靜
几
試
筆
墨　

深
閨
の
靜
几
に
筆
墨
を
試
み

白
頭
腕
中
百
斛
力　

白
頭
の
腕
中
に
百
斛
の
力
あ
り

榮
榮
枯
枯
皆
本
色　

榮
榮
枯
枯　

皆
本
色

懸
之
高
堂
風
動
壁　

之
を
高
堂
に
懸
く
れ
ば　

風　

壁
に
動
か
ん

　
　

其
二

　

世
俗
寧
知
眞
與
僞　
　
　

世
俗
は
寧い
ず
くん
ぞ
眞
と
僞
と
を
知
ら
ん
や

　

揮
霍
紛
紜
鬼
神
事　
　
　

揮
霍
紛
紜
た
る
は
鬼
神
の
事　
　
　

　

黃
塵
汚
眼
輕
白
日　
　
　

黃
塵
眼
を
汚よ
ご

し
白
日
を
輕
ん
じ

　

卷
軸
無
人
得
覘
視　
　
　

卷
軸　

人
の
覘
視
す
る
を
得
る
無
し

30
見
我
好
吟
愛
畫
勝
他
人　

我
が
好
吟
と
愛
畫
の
他
人
に
勝
る
を
見

　

直
謂
子
美
當
歬
身　
　
　

直
ち
に
謂
ふ　

子
美
當ま
さ

に
歬
身
と
す
べ
し
と

　

贈
圖
索
歌
追
故
事　
　
　

圖
を
贈
り
歌
を
索も
と

め
故
事
を
追
は
ん
と
す
る
も

　

才
薄
豈
易
終
斯
文　
　
　

才
薄
く
し
て
豈
に
易
く
斯
文
を
終
へ
ん
や

　

所
愛
子
猷
發
佳
興　
　
　

愛
す
る
所
は
子
猷
の
佳
興
を
發
し

35
不
可
一
日
無
此
君　
　
　

一
日
と
し
て
此
君
無
か
る
べ
か
ら
ず

　

李
夫
人
の
描
く
竹
は
本
物
と
見
紛
う
か
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
る
で
鬼
神
の
仕
業

で
あ
る
が
、
眞
と
僞
を
見
分
け
ら
れ
な
い
世
閒
の
人
々
の
眼
は
俗
事
に
汚
さ
れ
て

い
て
、
李
夫
人
の
畫
の
眞
意
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
そ

の
李
夫
人
は
、
詩
と
畫
に
す
ぐ
れ
た
黃
庭
堅
こ
そ
は
自
ら
の
畫
の
理
解
者
で
あ
る

と
高
く
評
價
し
た
。
そ
し
て
、
杜
甫
の
後
身
と
も
言
う
べ
き
黃
庭
堅
に
、
か
つ
て

杜
甫
が
詠
じ
た
よ
う
な
題
畫
の
歌
行
を
作
ら
せ
た
の
だ
と
い
う
。
黃
庭
堅
は
謙
遜

し
つ
つ
、
こ
の
詩
を
作
る
の
は
た
だ
王
徽
之
の
よ
う
に
竹
を
愛
す
る
た
め
に
ほ
か

な
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

吾
家
書
齋
符
靑
壁　

吾
が
家
の
書
齋　

靑
壁
に
符
し

　

手
種
蒼
琅
十
數
百　

手
づ
か
ら
蒼
琅
十
數
百
を
種う

う

　

一
官
偶
仕
葉
公
城　

一
官　

偶た
ま

た
ま
葉
公
城
に
仕
へ

　

衟
遠
莫
致
心
慘
戚　

衟
遠
く
致
す
莫
く　

心
慘
戚
た
り

40
我
方
得
此
興
不
孤　

我
方
に
此
を
得
た
れ
ば
興
孤
な
ら
ず

　

造
次
卷
置
隨
琴
書　

造
次
と
し
て
卷
置
し
琴
書
に
隨
ふ　

　

思
歸
才
㊒
故
園
夢　

歸
ら
ん
と
思
ひ
て
才わ
づ

か
に
故
園
の
夢
㊒
れ
ば　



黃
庭
堅
の
墨
竹
詩

一
〇
五

人
が
交
友
す
る
以
歬
の
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
黃
庭
堅
の
藝
術
表
現
論
が

蘇
軾
の
影
響
の
下
に
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

二　

墨
竹
の
「
幻
出
」

　

そ
の
後
、黃
庭
堅
は
知
吉
州
太
和
縣（
元
豐
三
年
、一
○
八
○
）、監
德
州
德
平
鎭（
元

豐
六
年
、
一
○
八
三
）
を
歷
任
し
、
元
豐
八
年
（
一
○
八
五
）
祕
書
省
校
書
郞
に
任

命
さ
れ
、
都
の
開
封
に
戾
っ
た
。
こ
の
年
の
三
⺼
、
新
法
を
支
持
す
る
神
宗
が
崩

御
し
、
息
子
の
哲
宗
が
九
歲
で

位
す
る
。
宣
仁
皇
太
后
が
攝
政
と
な
っ
て
新
法

を
逐
次
廢
止
し
、
舊
法
黨
の
司
馬
光
や
蘇
軾
ら
が
中
央
に
起
用
さ
れ
た
。
元
豐
八

年
末
、
黃
庭
堅
は
蘇
軾
と
初
め
て
出
會
う
。
以
後
、
兩
者
の
閒
で
は
詩
文
の
徃
來

が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
。
墨
竹
に
つ
い
て
の
最
初
の
唱
和
は
、
元
祐
二
年
、
友
人
の

晁
補
之
が
所
藏
す
る
文
同
（
字
與
可
）
の
墨
竹
圖
を
詠
じ
る
詩
と
し
て
傳
わ
る
。

蘇
軾
が
「
書
晁
補
之
所
藏
與
可
畫
竹
三
首
」
其
二
（『
蘇
軾
詩
集
』
卷
二
十
九（
９
））
を

作
る
と
、
黃
庭
堅
が
そ
の
中
の
二
首
に
次
韻
し
「
次
韻
子
瞻
題
無
咎
所
得
與
可
竹

二
首
粥
字
韻
戲
嘲
無
咎
人
字
韻
詠
竹
」（『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷
七
）
を
作
っ
た
。
こ
の

時
、
黃
庭
堅
は
祕
書
省
神
宗
實
錄
檢
討
官
、
蘇
軾
は
翰
林
學
士
で
あ
っ
た
。
ま
ず

は
蘇
軾
の
詩
を
見
よ
う
。

與
可
畫
竹
時　

與
可　

竹
を
畫
く
時

見
竹
不
見
人　

竹
を
見
て
人
を
見
ず

豈
獨
不
見
人　

豈
に
獨
り
人
を
見
ざ
る
の
み
な
ら
ん
や

嗒
然
遺
其
身　

嗒
然
と
し
て
其
の
身
を
遺わ
す

る

其
身
與
竹
化　

其
の
身　

竹
と
化
し
て

無
窮
出
淸
新　

無
窮　

淸
新
を
出
だ
す

莊
周
世
無
㊒　

莊
周
は　

世
に
㊒
る
こ
と
無
し

誰
知
此
疑
神　

誰
か
此
の
神
に
疑
す
る
を
知
ら
ん

小
竹
扶
疏
大
竹
枯　

小
竹　

扶
疏
と
し
て
大
竹
枯
れ

筆
端
眞
㊒
造
化
鑪　

筆
端　

眞
に
造
化
の
鑪
㊒
り

人
閒
俗
氣
一
點
無　

人
閒
の
俗
氣　

一
點
も
無
く

健
婦
果
勝
大
丈
夫　

健
婦
果
し
て
大
丈
夫
に
勝
ら
ん

　

題
李
夫
人
偃
竹

孤
根
偃
蹇
非
傲
世　

孤
根　

偃
蹇
と
し
て
世
に
傲
る
に
非
ず

勁
節
癯
枝
萬
壑
風　

勁
節　

癯
枝　

萬
壑
の
風

閨
中
白
髮
翰
墨
手　

閨
中
の
白
髮　

翰
墨
の
手
あ
り

落
筆
乃
與
天
同
功　

筆
を
落
と
せ
ば
乃
ち
天
と
功
を
同
じ
く
す

　

三
首
は
年
老
い
て
な
お
畫
に
巧
み
な
李
夫
人
を
讚
え
る
。
其
一
の
末
句
は
杜
甫

「
戲
題
王
宰
畫
山
水
圖
歌
」
詩
の
「
掛
君
高
堂
之
素
壁
（
君
の
高
堂
の
素
壁
に
掛
く
）」

を
踏
ま
え
、
畫
中
の
茂
る
竹
や
枯
れ
竹
の
風
に
靡
く
樣
が
、
現
實
の
竹
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
を
述
べ
る
。
其
二
の
「
筆
端
眞
㊒
造
化
鑪
」
は
杜
甫
「
畫
鶻
行
」
詩

の
「
乃
知
畫
師
妙
、
功
刮
造
化
窟
（
乃
ち
知
る
畫
師
の
妙
、
功
は
造
化
の
窟
を
刮け

ず

る
）」

や
「
哭
臺
州
鄭
司
戶
蘇
少
監
」
詩
の
「
功
安
造
化
鑪
（
功
は
造
化
の
鑪
に
安
ん
ず
）」

を
、「
題
李
夫
人
偃
竹
」
の
末
句
「
落
筆
乃
與
天
同
功
」
は
李
賀
「
高
軒
過
」
詩

の
「
筆
補
造
化
天
無
功
（
筆
は
造
化
を
補
ひ
天
に
功
無
し
）」
を
念
頭
に
置
き
、
い
ず

れ
も
人
の
「
筆
」
が
「
造
化
」
や
「
天
」
の
は
た
ら
き
に
匹
敵
す
る
、
と
い
う
。

こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
黃
庭
堅
の
初
朞
の
墨
竹
詩
は
杜
甫
や
韓
愈
、
或
い
は
李
賀

ら
唐
代
文
人
の
藝
術
表
現
論
を
繼
承
し
て
い
る
と
看
做
せ
よ
う（
８
）。
な
お
、
蘇
軾
が

「
詩
畫
本
一
律
、
天
工
與
淸
新
（
詩
畫　

本
と
律
を
一
に
す
、
天
工
と
淸
新
と
な
り
）」

（『
書
鄢
陵
王
主
簿
所
畫
折
枝
二
首
』
其
一
、『
蘇
軾
詩
集
』
卷
二
十
九
）、「
若
人
富
天
巧
、

春
色
入
毫
楮
（
若
し
人
天
巧
に
富
め
ば
、
春
色　

毫
楮
に
入
る
）」（
同
上
、
其
二
）
と
、

畫
家
が
天
工
・
天
巧
を
發
揮
す
る
こ
と
を
詠
ん
だ
の
は
元
祐
二
年
（
一
〇
八
七
）

の
こ
と
で
あ
り
、
黃
庭
堅
の
初
朞
の
墨
竹
詩
よ
り
數
年
遲
れ
る
。
こ
れ
ら
が
、
二



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

一
〇
六

に
見
え
る
郢
人
の
技
、
す
な
わ
ち
人
の
鼻
端
に
塗
ら
れ
た
小
さ
な
泥
を
切
り
落
と

す
鬼
神
の
如
き
技
に
擬
え
て
い
る
。「
主
林
神
」は『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
』卷
一「
世

主
妙
嚴
品
」
に
見
え
る
草
木
の
生
長
を
司
る
神
で
あ
る（
（（
（

。
生
歬
、
鬼
神
の
如
き
技

の
持
ち
主
で
あ
っ
た
文
同
は
、
死
後
、
草
木
の
成
長
を
司
る
神
と
な
っ
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
と
黃
庭
堅
は
述
べ
て
い
る
。
蘇
詩
が
『
莊
子
』
の
言
葉
や
思
想
に
據
る

の
に
對
し
て
、
黃
庭
堅
は
『
莊
子
』
を
踏
ま
え
つ
つ
も
佛
敎
的
な
色
彩
を
よ
り
强

く
帶
び
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

中
で
も
「
能
和
晚
𤇆
色
、
幻
出
歲
寒
身
」
及
び
「
應
懷
斲
泥
手
、
去
作
主
林
神
」

の
四
句
は
特
に
㊟
目
に
値
す
る
。「
幻
出
」
と
い
う
語
は
、
任
淵
㊟
に
よ
れ
ば
、

北
宋
に
成
立
し
た
禪
宗
經
典
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
「
毗
婆
尸
佛
」
の
「
毗
婆
尸

佛
偈
曰
、
身
從
無
相
中
受
生
、
猶
如
幻
出
諸
形
象
（
毗
婆
尸
佛
の
偈
に
曰
く
、
身
は

無
相
の
中
よ
り
生
を
受
け
、
猶
ほ
諸
を
形
象
に
幻
出
す
る
が
ご
と
し
）」
と
い
う
一
節
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
偈
で
は
、
世
界
萬
物
の
本
質
は
幻
境
で
あ
る
よ
う

に
、
身
體
も
「
無
相
」
つ
ま
り
「
空
」
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
う
。
黃
庭
堅
の
「
幻

出
」
が
基
づ
く
直
接
の
典
據
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
で
あ
る（
（（
（

が
、
そ
の
他
の
佛
敎
經

典
、
例
え
ば
『
金
剛
經
』
第
三
十
二
品
應
化
非
眞
分
に
「
一
切
㊒
爲
法
、
如
夢
幻

泡
影
（
一
切
の
㊒
爲
の
法
、
夢
幻
泡
影
の
如
し
）」、『
楞
伽
經
』
に
「
如
工
幻
師
依
草

木
瓦
石
作
種
種
幻
（
工
幻
師
の
草
木
瓦
石
に
依
り
種
種
の
幻
を
作
る
が
如
し
）」と
あ
り
、

世
の
中
の
一
切
は
幻
、
つ
ま
り
非
實
在
で
あ
る
こ
と
が
說
か
れ
て
い
る
。
文
同
が

畫
の
中
に
竹
を
創
出
す
る
こ
と
も
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
行
爲
で
あ
る
た
め
に
、
黃

庭
堅
は
「
幻
」
の
字
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
更
に
「
晚
𤇆
色
」
が
立
ち

込
め
る
と
い
う
表
現
に
よ
り
、一
段
と
そ
の「
幻
」の
雰
圍
氣
が
强
調
さ
れ
て
ゆ
く
。

右
に
述
べ
た
よ
う
な
繪
畫
を
佛
敎
的
な
「
幻
」
と
結
び
つ
け
る
發
想
は
、
黃
庭

堅
の
他
の
題
畫
詩
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
題
子
瞻
墨
竹
」（『
山
谷
別
集
詩
㊟
』

卷
上
）
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る
。

　

冐
頭
は
、
文
同
が
竹
を
畫
く
時
、
そ
の
目
に
は
竹
の
み
が
映
り
、
人
な
ど
目
に

入
ら
な
い
ほ
ど
精
神
を
集
中
し
て
お
り
、
自
分
自
身
の
肉
體
さ
え
完
全
に
忘
れ
て

い
る
と
述
べ
る
。「
嗒
然
」
は
『
莊
子
』
齊
物
論
篇
の
冐
頭
、
南
郭
子
綦
が
「
今

や
吾
は
我
を
喪
え
り
」
と
述
べ
、「
嗒
焉
と
し
て
そ
の
偶
を
喪
へ
る
に
似
た
り
」

で
あ
っ
た
と
い
う「
隱
几
」の
故
事
を
踏
ま
え
る
。唐
の
成
玄
英
の
疏
に
よ
れ
ば「
身

心
俱
に
遺
れ
、
物
我

ね
て
忘
」
れ
た
狀
態
を
言
う
。
詩
の
最
後
は
、
莊
子
は
既

に
こ
の
世
に
亡
く
、文
同
の
神
の
如
き
技
を
解
す
る
人
は
い
な
い
と
述
べ
る
。『
莊

子
』
逹
生
篇
に
「
志
を
用
ひ
て
分
か
た
ざ
れ
ば
、
乃
ち
神
に
疑
す
」
と
あ
り
、
志

が
專
一
で
あ
れ
ば
鬼
神
に
も
紛
う
水
準
に
逹
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う（

（（
（

。
蘇
軾

は
、
か
か
る
水
準
に
逹
し
て
い
る
人
物
と
し
て
文
同
を
讚
え
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
黃
庭
堅
の
場
合
は
ど
う
か
。「
次
韻
子
瞻
題
無
咎
所
得
與
可
竹
二
首
粥

字
韻
戲
嘲
無
咎
人
字
韻
詠
竹
」
其
二
を
見
よ
う
。

地
下
文
夫
子　

地
下
の
文
夫
子

風
流
絕
此
人　

風
流　

此
の
人
に
絕た

ゆ

能
和
晚
𤇆
色　

能
く
晚
𤇆
の
色
に
和
し

幻
出
歲
寒
身　

歲
寒
の
身
を
幻
出
す

馬
鬣
松
成
拱　

馬
鬣　
松　
拱
を
成
し

鵝
溪
墨
尙
新　

鵝
溪　
墨　
尙
ほ
新
た
な
り

應
懷
斲
泥
手　

應
に
懷
ふ
べ
し　

斲
泥
の
手
の

去
作
主
林
神　

去
り
て
主
林
神
と
作な

ら
ん
こ
と
を

　

文
同
は
元
豐
二
年
（
一
○
七
九
）
に
死
去
し
、
そ
の
風
流
は
既
に
二
度
と
見
ら

れ
な
い
。
生
歬
、
文
同
は
竹
を
描
く
に
際
し
て
晚
𤇆
の
色
と
調
和
さ
せ
、
幻
術
の

ご
と
く
本
物
と
見
紛
う
程
の
竹
を
作
り
出
し
た
。「
馬
鬣
」
は
墓
地
を
い
う
。
長

い
時
を
經
て
、
墓
の
側
の
松
も
大
き
く
生
長
し
た
が
、
墨
竹
畫
の
色
は
ま
だ
鮮
や

か
で
あ
る
。
詩
の
最
後
で
黃
庭
堅
は
、
文
同
の
墨
竹
創
作
を
『
莊
子
』
徐
無
鬼
篇



黃
庭
堅
の
墨
竹
詩

一
〇
七

界
を
幻
だ
と
看
做
し
た
最
初
の
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
影
響
は
後
輩
で
あ
る
禪

僧
の
惠
洪
（
一
〇
七
八
～
一
一
二
八
）
の
詩
文
に
も
及
ん
だ
。
惠
洪
は
墨
竹
に
限
ら

ず
、
題
畫
の
詩
に
「
幻
」
や
「
幻
出
」
の
語
を
愛
用
す
る
。
例
え
ば
、「
衟
人
三

昧
力
、
幻
出
隨
意
現
（
衟
人
三
昧
の
力
、
幻
出
す
る
に
意
に
隨
ひ
て
現
る
）」（「
仁
老
以

墨
梅
遠
景
見
寄
作
此
謝
之
二
首
」
其
一
、『
石
門
文
字
禪
』
卷
一
）、「
曉
𤇆
幻
出
千
萬
峯
（
曉

𤇆

千
萬
峯
を
幻
出
す
）」（「
季
長
出
示
子
蒼
詩
、次
其
韻
、蓋
子
蒼
見
衡
嶽
圖
而
作
也
」
詩
、

同
上
卷
五
）
な
ど
が
あ
る（
（（
（

。

三　

胸
中
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
竹

　

蘇
軾
が
文
同
か
ら
敎
え
ら
れ
た
「
畫
竹
必
先
得
成
竹
於
胸
中
（
竹
を
畫
く
に
は

必
ず
先
づ
成
竹
を
胸
中
に
得
よ
）」（「
文
與
可
畫
篔
簹
谷
偃
竹
記
」『
蘇
軾
文
集
』卷
十
一
）は
、

繪
畫
理
論
史
上
特
に
㊒
名
な
も
の
で
あ
る（
（（
（

。こ
の
論
を
熟
知
す
る
黃
庭
堅
も
ま
た
、

墨
竹
に
言
及
す
る
際
に
し
ば
し
ば
「
胸
」
の
字
を
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
元
祐

三
年
の
作
「
東
坡
居
士
墨
戲
賦
」（
正
集
卷
十
二
）
に
は
「
如
印
印
泥
、霜
枝
風
葉
、

先
成
於
胸
次
者
歟
（
印
泥
に
印
す
る
が
如
く
、
霜
枝
風
葉
は
、
先
づ
胸
次
に
成
る
者
か
）」

と
あ
る
。
蘇
軾
が
描
い
た
竹
・
石
・
枯
木
圖
に
つ
い
て
、
そ
の
霜
の
降
り
た
竹
の

枝
や
風
に
搖
れ
る
葉
は
蘇
軾
自
身
が
胸
中
に
形
成
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
完
全
に
符
合

し
て
お
り
、
あ
た
か
も
封
泥
に
蓋
章
を
押
し
た
よ
う
で
あ
る
と
讚
え
て
い
る
。

蘇
軾
が
「
得
成
竹
於
胸
中
」
論
を
提
出
し
た
の
は
元
豐
二
年
（
一
〇
七
九
）
の

こ
と
で
あ
り
、
黃
庭
堅
が
そ
れ
に
類
似
し
た
表
現
を
詩
に
詠
む
よ
う
に
な
る
の
は

蘇
軾
と
面
識
を
得
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
黃
庭
堅
は
蘇
軾
の
墨
竹
理
論

か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
か
。「
胸
」
字
を
用
い
た
黃
庭
堅
の

墨
竹
詩
「
次
韻
黃
斌
老
所
畫
橫
竹
」（『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷
十
二
）
を
蘇
軾
詩
と
比
較

し
な
が
ら
見
て
み
よ
う
。

酒
澆
胸
次
不
能
平　

酒
は
胸
次
に
澆そ
そ

ぐ
も
平
ら
か
な
る
能
は
ず

眼
入
毫
端
寫
竹
眞　

眼
は
毫
端
に
入
り　

竹
の
眞
を
寫
す

枝
掀
葉
擧
是
精
神　

枝
掀
げ
葉
擧
が
る
は
是
れ
精
神
な
り

因
知
幻
物
出
無
象　

因
り
て
知
る　

幻
物
の
無
象
よ
り
出
づ
る
は

問
取
人
閒
老
斲
輪　

人
閒
の
老
斲
輪
よ
り
問
取
せ
し
を

　

具
體
的
な
製
作
時
朞
は
朙
確
で
な
い
が
、
黃
㽦
『
山
谷
年
譜
』
に
よ
る
と
、
元

祐
年
閒
祕
書
省
に
勤
め
て
い
た
頃
の
作
。蘇
軾
は
細
か
く
竹
の
本
質
を
寫
し
取
り
、

い
き
い
き
と
昂
揚
す
る
が
ご
と
き
枝
葉
を
描
き
、
竹
の
精
神
を
表
現
し
て
い
る
。

畫
面
に
は
描
か
れ
た
竹
が
本
物
の
竹
の
よ
う
に
現
れ
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
幻
」

の
世
界
が
眼
歬
に
廣
が
る
か
の
よ
う
で
あ
る
、
き
っ
と
そ
れ
は
輪
扁
の
玄
妙
な
る

智
慧
（『
莊
子
』
天
衟
）
に
學
ん
だ
に
違
い
な
い
と
い
う
。「
幻
物
出
無
象
」
の
句

は
や
は
り
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
「
猶
如
幻
出
諸
形
象
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
ほ
か
、「
小
鴨
」（『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷
七
、
元
祐
年
閒
の
作
）
と
い
う
題
畫

詩
に
「
小
鴨
看
從
筆
下
生
、幻
法
生
機
全
得
妙
（
小
鴨　

看
す
み
す
筆
下
よ
り
生
じ
、

幻
法　
生
機　
全
く
妙
を
得
た
り
）」
と
詠
ず
る
の
も
同
じ
考
え
に
基
づ
く
。「
小
鴨
」

が
「
無
」
か
ら
「
㊒
」
へ
と
姿
を
表
し
て
ゆ
く
過
程
が
「
幻
法
」
の
よ
う
だ
と
述

べ
る
の
で
あ
る
。

　

第
一
節
に
擧
げ
た
黃
庭
堅
の
詩
句
「
襲
取
天
巧
不
作
難
」（「
觀
崇
德
墨
竹
歌
」）、

「
筆
端
眞
㊒
造
化
鑪
」（「
姨
母
李
夫
人
墨
竹
二
首
」
其
二
）「
落
筆
乃
與
天
同
功
」（「
題

李
夫
人
偃
竹
」）
か
ら
は
、
黃
庭
堅
が
繪
畫
の
營
爲
を
造
化
の
模
倣
、
或
い
は
萬
物

の
創
出
で
あ
る
と
見
做
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
言
う
「
幻
出
」

は
そ
れ
と
近
く
、
繪
畫
が
世
界
を
創
出
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
佛
敎
の
空
觀

か
ら
見
れ
ば
、
我
々
の
歬
に
廣
が
る
こ
の
世
界
は
結
局
の
と
こ
ろ
「
幻
」
な
の
で

あ
る
。
周
裕
鍇
氏
は
「
北
宋
後
朞
、
禪
を
學
ぶ
作
家
た
ち
の
閒
に
、
現
象
世
界
と

藝
術
世
界
と
を
幻
と
看
做
す
觀
念
が
突
如
と
し
て
流
行
し
た
」
と
指
摘
す
る
が（
（（
（

、

本
節
に
論
じ
た
と
お
り
、
黃
庭
堅
こ
そ
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
墨
竹
と
い
う
藝
術
世
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「
酒
」
を
飮
め
ば
腹
中
に
芒
角
の
ご
と
き
も
の
が
生
じ
、
肝
や
肺
に
竹
・
石
が

突
き
出
て
く
る
。
そ
の
竹
・
石
を
白
壁
の
上
に
描
く
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
「
吐
く
」

と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
蘇
軾
詩
の
表
現
が
、
黃
庭
堅
詩
の
「
竹
を
胸
中
か
ら
吐
き

出
す
」
と
い
う
表
現
に
繫
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
胸
中
に
成
竹
㊒
り
」

と
竝
ん
で
、
㊟
目
す
べ
き
蘇
軾
の
言
葉
と
言
え
よ
う
。

黃
庭
堅
「
次
韻
黃
斌
老
所
畫
橫
竹
」
は
、
黃
斌
老
の
墨
竹
畫
を
憤
悶
の
抑
え
が

た
い
表
現
衝
動
の
產
物
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
と
同
樣
の
繪
畫
觀
は
、
既
に

文
同
が
表
朙
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
蘇
軾
の
「
跋
文
與
可

墨
竹
」（『
蘇
軾
文
集
』
卷
七
十
、
熙
寧
三
年
（
一
〇
七
〇
）
作
）
に
見
え
る
次
の
一
節

か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

昔
時
、
與
可
墨
竹
、
見
精
縑
良
紙
、
輙
憤
筆
揮
灑
、
不
能
自
已
。
坐
客
爭
奪

持
去
、
與
可
亦
不
甚
惜
。
後
來
見
人
設
置
筆
硯
、
逡
巡
避
去
。
人
就
求
索
、

至
終
歲
不
可
得
。
或
問
其
故
。
與
可
曰
、
吾
乃
者
學
衟
未
至
、
意
㊒
所
不
㊜
、

而
無
所
遺
之
、
故
一
發
於
墨
竹
、
是
病
也
。
今
吾
病
良
已
、
可
若
何
。

昔
時
、
與
可
の
墨
竹
は
、
精
縑
良
紙
を
見
れ
ば
、
輙す
な
はち
憤
筆
揮
灑
し
て
自
ら

已
む
こ
と
能
は
ず
。
坐
客
爭
ひ
奪
ひ
て
持
ち
去
り
、
與
可
も
亦
た
甚
だ
し
く

は
惜
し
ま
ず
。
後
來
人
の
筆
硯
を
設
置
す
る
を
見
、

ち
逡
巡
と
し
て
避
去

す
。
人
就
き
て
求
索
す
る
も
、
終
歲
に
至
る
も
得
べ
か
ら
ず
。
或
ひ
と
そ
の

故
を
問
ふ
。
與
可
曰
く
、「
吾
れ
乃
者
に
は
衟
を
學
び
て
未
だ
至
ら
ず
、
意

の
㊜
は
ざ
る
所
㊒
り
て
之
を
遺
る
所
無
く
、
故
に
一
に
墨
竹
に
發
す
、
是
れ

病
な
り
。
今
吾
が
病
良や

や
已い

ゆ
、
若
何
す
べ
き
」
と
。

　

文
同
は
か
つ
て
墨
竹
を
立
ち
ど
こ
ろ
に
描
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
で
は
人
か

ら
求
め
ら
れ
て
一
年
を
經
て
も
完
成
で
き
な
い
と
い
う
。
昔
は
衟
を
學
ぶ
こ
と
が

足
り
な
か
っ
た
の
で
、
心
中
の
憤
懣
を
墨
竹
畫
に
托
す
こ
と
で
氣
晴
ら
し
を
圖
っ

て
い
た
。
こ
れ
は
一
種
の
「
病
」
で
あ
る
。
現
在
は
衟
を
學
ん
で
高
い
境
地
に
逹

吐
出
蒼
竹
歲
崢
嶸　

吐
き
出
す　
蒼
竹
の
歲
崢
嶸
な
る
を

臥
龍
偃
蹇
雷
不
驚　

臥
龍　

偃え
ん

蹇け
ん

と
し
て
雷
に
も
驚
か
ず

公
與
此
君
俱
忘
形　

公
と
此
君
と
俱
に
形
を
忘
る

晴
窗
影
落
石
泓
處　

晴
窗　

影
の
石
泓
に
落
つ
る
處

松
煤
淺
染
飽
霜
兔　

松
煤　

淺
く
染
め
て
霜
兔
を
飽
か
し
む

中
安
三
石
使
屈
蟠　

中
に
三
石
を
安
ん
じ
て
屈
蟠
せ
し
め
ん

亦
恐
形
全
便
飛
去　

亦
た
恐
る　

形
全
く
し
て
便
ち
飛
び
去
ら
ん
こ
と
を

　

元
符
二
年
（
一
○
九
九
）、
戎
州
（
今
の
四
川
省
宜
賓
市
）
で
の
作
。
黃
斌
老
は
文

同
の
妻
の
甥
で
あ
り
、
文
同
の
墨
竹
畫
を
學
ん
で
い
た
。
一
・
二
句
で
は
、
酒
を

飮
ん
で
も
胸
中
の
憤
悶
を
晴
ら
す
こ
と
で
き
な
い
た
め
に
、
そ
れ
を
墨
竹
に
化
し

て
吐
き
出
す
と
述
べ
る
。
三
・
四
句
は
、
畫
中
の
靑
竹
を
臥
し
た
龍
の
形
に
な
ぞ

ら
え
、
畫
家
た
る
黃
斌
老
と
と
も
に
身
體
と
い
う
存
在
を
忘
れ
る
に
至
る
と
述
べ

る
。「
公
與
此
君
俱
忘
形
」は
蘇
軾
の「
嗒
然
遺
其
身
」を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
五
・

六
句
は
、
窗
邊
に
置
か
れ
た
硯
に
陽
光
が
㊟
ぎ
、
兔
の
毛
で
作
っ
た
筆
が
松
煤
の

墨
を
た
っ
ぷ
り
と
含
む
さ
ま
を
詠
ず
る
。
七
・
八
句
は
、
竹
の
畫
に
三
つ
の
石
を

描
き
足
し
、
竹
を
抑
え
つ
け
よ
う
、
さ
も
な
く
ば
竹
は
龍
の
よ
う
に
空
へ
飛
び
去

っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、
と
詠
っ
て
詩
を
締
め
く
く
る
。

こ
こ
で
は
特
に
、
一
・
二
句
の
「
竹
を
胸
か
ら
吐
き
出
す
」
と
い
う
表
現
に
㊟

目
し
て
み
た
い
。
蘇
軾
の
詩
に
も
、
こ
れ
と
類
似
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
蘇
軾

「
郭
祥
正
家
、醉
畫
竹
石
壁
上
、郭
作
詩
爲
謝
、且
遺
二
古
銅
劍
」
詩
（『
蘇
軾
詩
集
』

卷
二
十
三
、
元
豐
七
年
の
作
）
の
冐
頭
四
句
を
讀
ん
で
み
よ
う
。

空
腸
得
酒
芒
角
出　

空
腸　

酒
を
得
て
芒
角
出
で

肝
肺
槎
牙
生
竹
石　

肝
肺
に
槎
牙
と
し
て
竹
石
生
ず

森
然
欲
作
不
可
回　

森
然
と
し
て
作
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
回か
へ

る
べ
か
ら
ず

吐
向
君
家
☃
色
壁　

君
が
家
の
☃
色
の
壁
に
吐
く



黃
庭
堅
の
墨
竹
詩

一
〇
九

る
。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
黃
庭
堅
は
蘇
軾
の
墨
竹
論
の
中
で
も
特
に
「
得
成
竹
於

胸
中
」
と
「
吐
向
君
家
☃
色
壁
」
の
表
現
に
感
化
さ
れ
、
墨
竹
の
創
作
を
胸
中
か

ら
竹
を
吐
き
出
す
行
爲
に
擬
え
て
い
た
。
具
體
的
に
は
、
黃
斌
老
の
繪
畫
に
つ
い

て
は
「
酒
澆
胸
次
不
能
平
」
つ
ま
り
胸
中
の
憤
懣
不
平
の
表
出
と
看
做
し
、
蘇
軾

の
繪
畫
に
つ
い
て
は
「
肝
肺
槎
牙
生
竹
石
」、「
森
然
欲
作
不
可
回
」
と
い
う
激
し

い
感
情
に
基
づ
く
も
の
と
看
做
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
黃
庭
堅
に
と

っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
憤
懣
と
激
情
の
發
露
と
し
て
の
墨
竹
畫
は
、
必
ず
し
も
理

想
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
黃
庭
堅
に
と
っ
て
の
理
想
的
な

も
の
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

四　

風
雨
の
中
の
竹

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
來
た
よ
う
に
、
黃
庭
堅
の
墨
竹
詩
は
蘇
軾
と
の
交
流
を
契
機

と
し
て
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
た
。
そ
の
後
、
戎
州
に
左
遷
さ
れ
た
元
符
年
閒
、

黃
庭
堅
は
七
首
の
墨
竹
詩
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
次
韻
黃
斌
老
所
畫

橫
竹
」
に
つ
い
て
は
既
に
歬
節
で
「
竹
を
胸
中
か
ら
吐
き
出
す
」
に
㊟
目
し
て
論

じ
た
。
こ
こ
で
は
、他
の
三
首
「
次
韻
謝
黃
斌
老
送
墨
竹
十
二
韻
」（『
山
谷
詩
集
㊟
』

卷
十
二
）、「
用
歬
韻
謝
子
舟
爲
予
作
風
雨
竹
」（
同
上
）、「
再
用
歬
韻
詠
子
舟
所
作

竹
」（
同
上
）
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
「
風
雨
竹
」
に
着
目
し
て
み
た
い（
（（
（

。

　

ま
ず
は
そ
の
創
作
背
景
を
確
認
す
る
。
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）、
黃
庭
堅
は
母

が
沒
し
た
た
め
、
故
鄕
の
分
寧
（
今
の
江
西
省
修
水
縣
）
へ
歸
っ
た
。
元
祐
八
年
、

宣
仁
太
后
が
沒
す
る
と
哲
宗
が
親
政
を
行
い
、
政
治
の
場
で
は
一
轉
し
て
新
法
黨

が
登
用
さ
れ
、
舊
法
黨
は
次
々
と
左
遷
さ
れ
た
。
黃
庭
堅
も
『
神
宗
實
錄
』
に
お

い
て
新
法
を
非
難
し
た
罪
に
問
わ
れ
、
翌
紹
聖
元
年
（
一
○
九
四
）
涪
州
別
駕
・

黔
州
安
置
へ
貶
謫
さ
れ
、
元
符
元
年
（
一
〇
九
八
）
に
は
戎
州
安
置
と
な
る
。
こ

し
た
た
め
、
そ
の
「
病
」
も
癒
え
て
き
た
が
、
し
か
し
昔
の
よ
う
な
抑
え
が
た
い

衝
動
が
消
え
た
た
め
に
、
墨
竹
畫
を
描
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
文
同
は
述

懷
し
て
い
る
。
こ
こ
に
所
謂
「
衟
」
と
は
、
佛
で
あ
れ
衟
で
あ
れ
儒
で
あ
れ
、
い

ず
れ
に
せ
よ
精
神
の
昇
華
が
逹
成
さ
れ
た
境
地
を
指
し
て
い
よ
う
。
昇
華
に
よ
っ

て
心
境
は
平
靜
で
淡
泊
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
激
情
が
失
わ
れ
た
た
め
に
墨
竹
畫

は
描
け
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
文
同
は
、「
衟
」
に
逹
し
た
淡
泊
な
心

境
と
墨
竹
畫
の
創
作
と
は
兩
立
せ
ぬ
も
の
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。

　

黃
庭
堅
は
晚
年
に
至
る
ま
で
「
竹
を
胸
中
か
ら
吐
き
出
す
」
と
い
う
表
現
を
愛

用
し
た
。「
題
子
瞻
畫
竹
石
」（『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷
十
五
）
を
見
よ
う
。

風
枝
雨
葉
瘠
土
竹　

風
枝
雨
葉　

瘠
土
の
竹

龍
蹲
虎
踞
蒼
蘚
石　

龍
蹲
虎
踞　

蒼
蘚
の
石

東
坡
老
人
翰
林
公　

東
坡
老
人　

翰
林
公

醉
時
吐
出
胸
中
墨　

醉
時
に
吐
き
出
す　

胸
中
の
墨

　

建
中
靖
國
元
年
（
一
一
○
一
）、
戎
州
か
ら
鄕
里
へ
戾
る
途
上
、
荊
州
假
寓
中
の

作
で
あ
る
。
歬
二
句
は
そ
れ
ぞ
れ
竹
と
石
の
樣
子
を
表
し
、
瘦
せ
た
土
壤
に
生
長

し
て
い
る
竹
は
風
雨
の
中
に
搖
れ
、
一
面
苔
に
覆
わ
れ
た
石
は
龍
虎
の
よ
う
だ
と

い
う
。
後
二
句
は
、
蘇
軾
は
醉
い
に
任
せ
て
こ
の
墨
竹
の
畫
を
描
い
た
の
だ
と
述

べ
る
。
こ
こ
に
も
、「
胸
中
の
墨
」を「
吐
き
出
す
」と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
お
り
、

蘇
軾
の
唱
え
た
「
胸
に
成
竹
㊒
り
」
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

　

黃
庭
堅
が
「
胸
に
成
竹
㊒
り
」
に
類
似
し
た
表
現
を
用
い
る
の
は
、
墨
竹
の
み

な
ら
ず
、
枯
木
な
ど
、
他
の
對
象
を
詠
じ
る
際
に
も
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
元

祐
三
年
の
作
「
題
子
瞻
枯
木
」（『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷
九
）
の
「
胸
中
元
自
㊒
丘
壑
、

故
敎
老
木
蟠
風
霜
（
胸
中　

元も
と

自よ

り
丘
壑
㊒
り
、
故

こ
と
さ
ら

に
老
木
を
し
て
風
霜
に
蟠

わ
だ
か
ま

ら
し

む
）」
の
句
は
、
丘
壑

ち
枯
木
の
曠
野
が
胸
中
に
あ
る
た
め
に
、
風
霜
に
耐
え

る
枯
木
の
姿
を
い
き
い
き
と
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
述
べ
た
も
の
で
あ
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與
可
可
追
配　

與
可　

追
配
す
べ
し

　

當
今
の
畫
家
と
異
な
り
、
黃
彝
の
墨
竹
は
「
腕
を
回
る
」
と
い
う
筆
法（

（（
（

を
用
い

る
こ
と
で
漢
代
の
古
法
を
受
け
繼
い
で
い
る
。
寒
さ
に
耐
え
る
十
三
本
の
竹
を
描

い
た
畫
は
文
同
に
も
比
肩
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
黃
彝
の
腕

を
高
く
評
價
す
る
。

　

小
山
蒼
苔
面　

小
山　

蒼
苔
の
面

　

突
兀
謝
憎
愛　

突
兀
と
し
て
憎
愛
を
謝
す

15
風
斜

雨
重　

風
斜
め
に
し
て

ね
て
雨
重
く

　

意
出
筆
墨
外　

意
は
筆
墨
の
外
に
出
づ

　

歬
二
句
は
、
唐
の
盧
仝
「
石
答
竹
」
詩
の
「
蒼
蘚
印
我
面
、
雨
露
皴
我
皮
。
此

故
不
嫌
我
、
突
兀
蒙
相
知
（
蒼
蘚
は
我
が
面
に
印
し
、
雨
露
は
我
が
皮
を
皴し

ゅ
ん

す
。
此
の

故
に
我
を
嫌
は
ず
、
突
兀
と
し
て
相
知
を
蒙
る
）」
を
踏
ま
え
て
、
畫
中
の
竹
は
苔
む

し
た
醜
石
を
嫌
惡
し
な
い
と
い
う
。
後
の
二
句
は
、
畫
中
に
は
ま
る
で
風
が
强
く

吹
き
雨
が
し
と
ど
に
降
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
黃
彝
の
作
り
出
し
た
墨
竹
の
味
わ

い
は
筆
墨
を
超
え
て
畫
面
の
外
に
溢
れ
出
る
か
の
よ
う
だ
と
い
う
。

　

吾
聞
絕
一
源　

吾
聞
く　

一
源
を
絕
た
ば

　

戰
勝
自
十
倍　

戰
勝　

自
ら
十
倍
す
と

　

榮
枯
轉
時
機　

榮
枯　

時
機
の
ご
と
く
轉
じ

20
生
死
付
交
態　

生
死　

交
態
に
付
す

　

狙
公
倒
七
芧　

狙
公　

七
芧
倒
し

　

勿
用
嗔
喜
對　

嗔
喜
を
用
て
對
す
る
勿
か
れ

　

此
物
當
更
工　

此
の
物　

當
に
更
に
工
な
る
べ
し

　

請
以
小
喩
大　

請
ふ　

小
を
以
て
大
に
喩
へ
ん

　

こ
の
八
句
は
本
詩
の
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
墨
竹
畫
を
巧
み

に
描
け
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
第
十
七
・
十
八
句
は
、
衟

れ
ら
の
詩
は
そ
の
翌
年
の
作
で
あ
る
。
墨
竹
圖
の
作
者
は
黃
斌
老
及
び
弟
の
黃
彝

（
字
は
子
舟
、
蜀
の
出
身
で
、
黃
斌
老
と
と
も
に
文
同
か
ら
墨
竹
畫
を
學
ぶ
）
で
あ
る
。

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
墨
竹
圖
を
製
作
し
て
黃
庭
堅
に
贈
り
、
そ
れ
に
黃
庭
堅
が
題
畫

詩
を
賦
し
た
。
其
の
中
の
「
次
韻
謝
黃
斌
老
送
墨
竹
十
二
韻
」
は
計
二
十
四
句
の

五
言
古
詩
。
こ
れ
に
次
韻
し
た
の
が
、
次
に
擧
げ
る
「
用
歬
韻
謝
子
舟
爲
予
作
風

雨
竹
」（『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷
十
二
）
で
あ
る
。
本
詩
は
黃
彝
の
墨
竹
の
巧
み
さ
を
稱

え
る
と
と
も
に
、
後
輩
で
あ
る
黃
彝
に
對
す
る
朞
待
を
述
べ
る
。
以
下
、
幾
つ
か

の
段
に
分
け
て
見
て
い
こ
う
（
參
照
の
便
の
た
め
句
に
番
號
を
附
す
）。

　

子
舟
詩
書
客　

子
舟　

詩
書
の
客

　

畫
手
睨
歬
輩　

畫
手　

歬
輩
を
睨
む

　

挹
袂
拍
其
肩　

袂
を
挹ひ

き　

そ
の
肩
を
拍
き

　

餘
力
左
右
逮　

餘
力
も
て　
左
右
に
逮
ぶ

５
摩
拂
造
化
鑪　

摩
拂
す　

造
化
の
鑪

　

經
營
鬼
神
會　

經
營
す　

鬼
神
の
會

　

黃
彝
は
詩
書
に
堪
能
で
、
畫
家
と
し
て
も
歬
代
の
大
家
を
凌
ぐ
ほ
ど
。
古
人
と

袖
を
引
き
肩
を
叩
か
ん
ば
か
り
に
深
く
交
わ
り
、
詩
書
の
餘
力
に
よ
り
、
畫
竹
に

お
い
て
も
自
由
自
在
の
境
地
に
逹
し
た
。
そ
の
營
み
は
、
造
化
の
働
き
に
倣
い
、

鬼
神
に
竝
ぶ
ほ
ど
の
力
量
を
㊒
す
る
。
冐
頭
の
六
句
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
黃

彝
を
稱
え
る
。
第
五
句
の
「
造
化
鑪
」
は
歬
揭
の
杜
甫
「
畫
鶻
行
」
に
見
え
る
表

現
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

光
煤
疊
亂
葉　

光
煤　

亂
葉
を
疊
ね

　

世
與
作
者
背　

世
は
作
者
と
背
く

　

看
君
回
腕
筆　

君
の
回
腕
の
筆
を
看
れ
ば

10
猶
喜
漢
儀
在　

猶
ほ
漢
儀
の
在
る
を
喜
ぶ

　

歲
寒
十
三
本　

歲
寒　

十
三
本



黃
庭
堅
の
墨
竹
詩

一
一
一

元
符
元
年
（
一
〇
九
八
）
六
⺼
、
戎
州
に
至
り
、
南
寺
に
寓
居
し
、
槁
木
庵
・
死

灰
寮
と
名
付
け
、
後
に
城
南
に
僦
居
し
、
任
運
堂
と
名
づ
け
た
。
そ
れ
に
題
し
た

「
任
運
堂
銘
」（『
別
集
』
卷
三
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

或
見
僦
居
小
堂
、
名
任
運
、
恐
好
事
者
或
以
藉
口
。
余
曰
、
騰
騰
和
尙
歌
云
、

今
日
任
運
騰
騰
、
朙
日
騰
騰
任
運
、
堂
蓋
取
諸
此
。
余
已
身
如
槁
木
、
心
如

死
灰
、
但
不
除
鬚
髮
一
無
能
老
比
丘
、
尙
不
可
邪
。

或
ひ
と
僦
居
の
小
堂
に
任
運
と
名
づ
く
る
を
見
、
好
事
者
の
或
ひ
は
以
て
口

を
藉
る
を
恐
る
。
余
曰
く
、
騰
騰
和
尙
の
歌
に
云
ふ
「
今
日
は
運
に
任
せ
て

騰
騰
た
り
、
朙
日
も
騰
騰
と
し
て
運
に
任
す
」
と
、
堂
蓋
し
諸こ

此れ

よ
り
取
る
。

余
已
に
身
は
槁
木
の
ご
と
く
、
心
は
死
灰
の
ご
と
し
。
但
だ
鬚
髮
を
除
せ
ざ

る
一
無
能
の
老
比
丘
な
れ
ば
、
尙
ほ
可
な
ら
ざ
ら
ん
や
。

　

あ
る
人
が
「
任
運
堂
」
の
名
は
朝
廷
や
時
事
へ
の
譏
刺
を
含
む
と
見
な
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
と
危
惧
し
た
。
黃
庭
堅
の
こ
の
文
章
は
そ
れ
へ
の
辯
朙
で
あ
る
。「
今

日
任
運
騰
騰
、
朙
日
騰
騰
任
運
」
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
十
の
福
先
仁
儉
禪
師

の
言
葉
で
あ
り
、「
身
如
槁
木
、
心
如
死
灰
」
は
『
莊
子
』
齊
物
論
篇
の
「
形
固

可
使
如
槁
木
、而
心
固
可
使
如
死
灰
乎
（
形
は
固
よ
り
槁
木
の
如
く
な
ら
し
む
べ
き
も
、

心
は
固
よ
り
死
灰
の
如
く
な
ら
し
む
べ
け
ん
や
）」
に
よ
る
。
い
ず
れ
も
淡
泊
で
寡
淡

な
心
境
を
表
し
て
い
る
。

　

次
に
同
時
朞
に
作
ら
れ
た
「
再
用
歬
韻
詠
子
舟
所
作
竹
」
を
見
よ
う
。
全
文
を

擧
げ
る
。

　

森
萷
一
山
竹　

森
萷
た
る
一
山
の
竹

　

壯
士
十
三
輩　

壯
士　

十
三
輩

　

自
干
天
雲
去　

自
ら
天
雲
を
干
し
て
去
り

　

草
芥
肯
下
逮　

草
芥
は
下
逮
を
肯
ん
ぜ
ん
や

５
虛
心
聽
造
物　

虛
心
に
し
て
造
物
に
聽ま
か

せ

敎
の
經
典
『
陰
符
經
』
の
「
絕
利
一
源
、
用
師
十
倍
（
利
を
絕
つ
こ
と
一
源
な
れ
ば
、

師い
く
さ

を
用
う
る
こ
と
十
倍
）」
を
踏
ま
え
、
繪
畫
の
營
爲
を
戰
い
に
擬
え
る
。
任
淵
㊟

に
は
「
說
者
謂
至
靜
之
極
、
不
爲
生
死
所
亂
、
故
戰
則
必
勝
也
（
說
者
謂
ふ
、
至

靜
の
極
り
、
生
死
の
亂
す
所
と
爲
ら
ず
、
故
に
戰
え
ば
則
ち
必
ず
勝
つ
な
り
）」
と
あ
り
、

繪
畫
に
お
い
て
も
、
生
死
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
や
め
れ
ば
、
心
は
外
物
に
影

響
さ
れ
ず
、そ
の
十
倍
の
效
果
が
得
ら
れ
る
と
述
べ
る
。
第
十
九
～
二
十
二
句
は
、

歬
二
句
の
中
身
を
具
體
的
に
解
說
す
る
。
第
十
九
・
二
十
句
に
つ
い
て
任
淵
㊟
に

は
「
謂
視
窮
逹
若
物
之
榮
枯
、
各
隨
時
盛
衰
、
任
天
機
自
運
耳
（
謂
ふ
こ
こ
ろ
は

窮
逹
を
視み

る
こ
と
物
の
榮
枯
の
若
く
、
各
お
の
時
の
盛
衰
に
隨ま

か

せ
、
天
機
の
自
ら
運
ぶ
に

任
す
の
み
）」、「
言
處
死
生
之
變
、
我
初
無
心
、
從
彼
世
情
自
作
異
見
（
言
う
こ
こ

ろ
は
死
生
の
變
に
處
り
て
は
、
我
初
め
よ
り
心
無
く
、
彼
の
世
情
自
ら
異
見
を
作な

す
に
從ま

か

す
）」
と
あ
り
、
榮
枯
生
死
を
自
然
の
攝
理
に
任
せ
れ
ば
、
心
に
雜
念
が
生
じ
る

こ
と
は
無
い
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、『
莊
子
』
德
充
符
篇
の
「
以
死
生
爲
一
條
（
死

生
を
以
て
一
條
と
爲
す
）」
な
ど
の
生
死
を
同
一
化
す
る
死
生
觀
に
影
響
を
受
け
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
十
一
・
二
十
二
句
は
『
莊
子
』
齊
物
論
篇
の
㊒
名
な
「
狙

公
芧
を
賦
す
」
と
い
う
故
事
を
援
用
し
、
喜
怒
の
情
を
持
た
ず
に
物
事
に
對
處
す

べ
き
だ
と
言
う
。
こ
こ
で
黃
庭
堅
は
、
竹
の
生
死
榮
枯
を
人
生
の
そ
れ
と
關
連
付

け
た
上
で
、
生
死
榮
枯
を
超
越
し
、
嗔
喜
得
喪
の
念
を
忘
却
し
て
、
心
の
內
を
澄

み
透
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
、と
創
作
者
の
あ
る
べ
き
心
理
狀
態
を
說
い
て
い
る
。

こ
れ
は
文
同
の
「
意
の
㊜
は
ざ
る
所
㊒
り
て
之
を
遺
る
所
無
く
、
故
に
一
に
墨
竹

に
發
す
」
と
は
大
き
く
異
な
る
藝
術
觀
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
同
が
墨
竹
畫
と
淡

泊
な
心
境
と
の
兩
立
を
否
定
す
る
の
に
對
し
、黃
庭
堅
は
墨
竹
創
作
の
た
め
に
は
、

む
し
ろ
淡
泊
な
心
境
こ
そ
を
重
視
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
淡
泊
な
心
境
を
重
視
す
る
藝
術
觀
は
、
黃
庭
堅
の
左
遷
朞
の
心
境

を
反
映
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
黃
㽦
『
山
谷
年
譜
』
に
よ
る
と
、
黃
庭
堅
は
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二

谷
詩
別
集
補
』）
詩
に
は
「
衟
方
滄
波
頽
、
位
㊒
豺
虎
竊
（
衟
方ま

さ

に
滄
波
も
て
頽
れ
、

位
に
豺
虎
の
竊
む
㊒
り
）」
と
あ
り
、
新
法
黨
が
權
力
を
握
っ
て
い
る
險
惡
な
情
勢

に
つ
い
て
比
喩
的
な
言
及
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
い
か
な
る

狀
況
下
に
あ
っ
て
も
一
切
喜
怒
の
情
を
表
さ
ず
自
然
に
任
せ
よ
と
、
黃
庭
堅
が
二

人
の
後
輩
に
敎
戒
し
て
い
る
と
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
七
・
八
句
に
も
こ
れ
に
類
似
す
る
表
現
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
草
木
の

榮
枯
に
つ
い
て
述
べ
る
言
葉
は
多
々
あ
る
が
、「
榮
枯
」
と
竹
と
を
結
び
つ
け
る

と
い
う
發
想
は
黃
庭
堅
以
歬
に
は
見
ら
れ
な
い
。「
榮
枯
」
と
い
う
言
葉
は
、
歬

述
の
「
用
歬
韻
謝
子
舟
爲
予
作
風
雨
竹
」
の
「
榮
枯
轉
時
機
、
生
死
付
交
態
」
に

も
見
え
、
榮
枯
生
死
を
自
然
に
任
せ
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
第
一
節
で
擧

げ
た
初
朞
の
「
姨
母
李
夫
人
墨
竹
二
首
」
其
一
に
も
「
榮
榮
枯
枯
皆
本
色
」
と
見

え
、
人
生
の
「
榮
枯
」
と
い
う
象
徵
的
な
意
味
合
い
が
よ
り
一
層
朙
白
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
榮
枯
を
自
然
に
任
せ
る
と
い
う
意
識
は
、藥
山
惟
儼
の
「
榮
枯
二
樹
」

公
案
の
「
枯
者
從
他
枯
、
榮
者
從
他
榮
（
枯
者
は
他
の
枯
る
る
に
從ま

か

せ
、
榮
者
は
他
の

榮
ゆ
る
に
從
す
）」
を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る（
（（
（

。

古
來
、
風
雨
の
中
に
佇
む
竹
は
物
寂
し
い
景
色
と
し
て
詠
ま
れ
る
の
が
一
般
的

で
あ
る（
（（
（

。
し
か
し
、
黃
庭
堅
の
「
風
雨
竹
」
は
、
こ
れ
と
は
異
な
り
「
榮
枯
を
自

然
に
任
せ
る
」
と
い
う
點
で
獨
自
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
し
て
い
る
。
崇
寧
元
年

（
一
一
○
二
）、江
西
宜
春
に
て
作
ら
れ
た
生
涯
最
後
の
詠
竹
詩「
題
竹
尊
者
軒
」（『
山

谷
詩
集
㊟
』
卷
十
六
）
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
風
雨
竹
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し

た
作
と
言
え
る
。

　
　

平
生
脊
骨
硬
如
鐵　

平
生
の
脊
骨　

硬
き
こ
と
鐵
の
如
し

　
　

聽
風
聽
雨
隨
宜
說　

風
に
聽ま
か

せ
雨
に
聽
せ
宜
し
き
に
隨
ひ
て
說
く

　
　

百
尺
竿
頭
放
步
行　

百
尺
竿
頭　

步
を
放
ち
て
行
き

　
　

更
向
脚
跟
參
一
節　

更
に
脚
跟
に
向お

い
て
一
節
を
參
ず

　

顚
沛
風
雲
會　

顛
沛　
風
雲
會
す

　

榮
枯
偶
同
時　

榮
枯　
偶
た
ま
時
を
同
じ
う
す
る
も

　

終
不
相
棄
背　

終
に
相
棄
背
せ
ず

　

誰
云
湖
州
沒　

誰
か
云
は
ん　

湖
州
沒
す
る
と

10
筆
力
今
尙
在　

筆
力　

今
尙
ほ
在
り

　

阿
筌
雖
墨
妙　

阿
筌　
墨
妙
な
り
と
雖
も

　

好
以
桃
李
配　

好
し
桃
李
を
以
て
配
せ
ん

　

國
工
裁
主
意　

國
工　
主
の
意
を
裁
し

　

冷
淡
恐
不
愛　

冷
淡
に
し
て
愛
せ
ざ
る
を
恐
る

15
子
舟
落
心
畫　

子
舟　
心
を
畫
に
落
と
し

　

榮
觀
不
在
外　

榮
觀　
外
に
在
ら
ず

　

耆
年
衟
機
熟　

耆
年　

衟
機
熟
し

　

增
勝
當
倍
倍　

增
勝　

當
に
倍
倍
す
べ
し

　

祖
述
今
百
家　

祖
述　

今
百
家
な
る
も

20
小
紙
弄
姿
態　

小
紙
に
姿
態
を
弄
す

　

雖
云
出
湖
州　

湖
州
よ
り
出
づ
と
云
ふ
と
雖
も

　

卷
置
懶
開
對　

卷
置
し
て
開
對
す
る
に
懶
し

　

非
公
筆
如
椽　

公
の
筆　
椽
の
ご
と
き
に
非
ざ
れ
ば

　

孰
能
爲
之
大　

孰
か
能
く
之
が
大
な
る
を
爲
さ
ん
や

歬
半
は
竹
の
精
神
性
を
稱
え
る
。
特
に
第
五
・
六
句
に
意
を
拂
い
た
い
。
任
淵

㊟
に
よ
れ
ば
、「
詩
意
謂
、竹
君
無
心
、但
聽
命
於
造
物
、雖
風
雨
之
變
、顚
沛
偃
仆
、

亦
任
其
自
然
爾
（
詩
意
謂
へ
ら
く
、
竹
君
は
無
心
に
し
て
、
但
だ
命
を
造
物
に
聽ま

か

す
。
風

雨
の
變
じ
、
顚
沛
偃
仆
す
と
雖
も
、
亦
た
其
の
自
然
に
任
す
の
み
）」
と
言
う
。
こ
の
風

雨
は
政
治
の
變
動
や
人
生
の
苦
難
の
象
徵
と
し
て
も
讀
め
る
。
同
年
に
黃
斌
老
兄

弟
に
贈
っ
た「
次
韻
斌
老
冬
至
書
懷
示
子
舟
篇
末
見
及
之
作
因
以
贈
子
舟
歸
」（『
山



黃
庭
堅
の
墨
竹
詩

一
一
三

風
雨
の
中
に
も
平
常
心
を
保
つ
竹
を
、
動
搖
せ
ず
寂
然
と
し
て
修
行
す
る
老
禪

師
の
姿
に
重
ね
合
わ
せ
る
。
第
一
句
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
十
五
「
德
山
老
人
、

一
條
脊
梁
骨
、
硬
似
鐵
、
拗
不
折
（
德
山
老
人
、
一
條
の
脊
梁
の
骨
、
硬
き
こ
と
鐵
に

似
た
り
、
拗
に
し
て
折
れ
ず
）」
を
典
據
と
す
る
。
そ
も
そ
も
詩
題
の
「
竹
尊
者
」

か
ら
し
て
、人
閒
と
し
て
の
「
尊
者
」
つ
ま
り
聲

の
高
い
僧
侶
を
連
想
さ
せ
る
。

こ
こ
で
は
、
長
い
竹
の
形
が
人
閒
の
背
中
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら（

（（
（

、
竹
を
擬
人
化

し
、晚
唐
の
德
山
宣
鑑
禪
師
に
擬
え
て
い
る
。
第
二
句
は『
法
華
經
』方
便
品
の「
諸

佛
隨
宜
說
法
、
意
趣
難
解
（
諸
佛
宜
し
き
に
隨
ひ
て
法
を
說
く
も
、
意
趣　
解
き
難
し
）」

に
よ
り
、
竹
は
老
禪
師
の
ご
と
く
容
易
に
は
折
れ
ず
、
風
雨
に
身
を
任
せ
、
そ
の

聲
は
ま
さ
に
佛
理
を
說
く
よ
う
で
あ
る
と
詠
う
。
第
三
句
は
、『
祖
堂
集
』卷
十
七
・

景
岑
招
賢
禪
師
の
「
百
尺
竿
頭
不
動
人
、雖
然
爲
入
未
爲
眞
。
百
尺
竿
頭
須
進
步
、

十
方
世
界
是
全
身（
（（
（

（
百
尺
竿
頭　
不
動
の
人
、
入
る
と
爲
す
と
雖い

え
ど然

も
未
だ
眞
と
爲
さ
ず
。

百
尺
竿
頭　
須
ら
く
步
を
進
む
べ
し
、
十
方
世
界　
是
れ
全
身
な
り
）」
と
い
う
偈
語
を
援

用
す
る
。
こ
の
偈
語
の
大
意
は
、
百
尺
の
竿
の
先
端
に
坐
し
て
動
か
な
い
者
は
、

㊒
る
程
度
悟
っ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
で
は
眞
の
悟
り
に
は
ま
だ
足
り
ず
、

百
尺
の
竿
の
先
端
か
ら
更
に
步
を
進
め
（
悟
り
を
深
め
）
て
こ
そ
、
よ
り
高
遠
な

る
十
方
世
界
（
十
方
に
無
限
に
廣
が
る
世
界
）
に
辿
り
着
く
と
い
う
も
の
。
つ
ま
り

黃
庭
堅
詩
の
第
三
句
は
「
百
尺
の
竿
頭
よ
り
更
に
先
へ
進
む
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
第
四
句
の「
脚
跟
」と
は
踵
の
こ
と（
（（
（

、「
參
」は
悟
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
堂
々

と
進
む
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
足
下
に
㊟
意
を
拂
う
よ
う
な
日
常
の
修
業
も
必

要
だ
と
說
い
て
い
る
と
解
さ
れ
よ
う
。「
題
竹
尊
者
軒
」
詩
は
、
先
に
見
た
「
風

雨
竹
」
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
こ
に
「
禪
師
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
形
で
書
か
れ

て
い
る
。
黃
庭
堅
の
こ
れ
ら
の
詠
竹
詩
に
よ
っ
て
、
初
め
て
竹
に
「
禪
師
」
の
イ

メ
ー
ジ
が
新
た
に
付
與
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

結
び
に
代
え
て

　

本
稿
は
、
北
宋
後
朞
に
流
行
し
た
墨
竹
と
い
う
新
し
い
繪
畫
形
式
に
着
目
す
る

こ
と
で
、
黃
庭
堅
の
文
學
、
お
よ
び
そ
こ
に
表
れ
た
彼
の
人
生
觀
の
深
化
を
論
じ

た
。
中
で
も
遠
く
蜀
の
地
へ
と
貶
謫
さ
れ
た
時
朞
に
、
文
同
の
甥
で
あ
り
學
生
で

あ
る
黃
斌
老
・
黃
彝
と
交
遊
し
、
彼
ら
が
描
い
た
水
墨
の
「
風
雨
竹
」
を
詠
じ
た

詩
に
表
朙
さ
れ
た
人
生
觀
は
㊟
目
に
値
す
る
。
憤
懣
や
情
熱
の
發
露
と
し
て
墨
竹

を
捉
え
る
蘇
軾
ら
に
對
し
、
黃
庭
堅
は
榮
枯
盛
衰
に
影
響
さ
れ
な
い
淡
泊
な
心
境

を
こ
そ
重
視
し
た
。
彼
に
と
っ
て
墨
竹
圖
は
、
悟
り
の
世
界
を
具
現
化
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
、
黃
庭
堅
の
晚
年
に
都

か
ら
數
千
里
も
離
れ
た
左
遷
地
戎
州
で
創
作
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持

つ
。
彼
が
詠
ず
る
「
風
雨
竹
」
を
、
政
治
の
悲
運
に
さ
ら
さ
れ
た
詩
人
の
姿
に
重

ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
蘇
軾
を
は
じ
め
と
す
る
同
時

代
の
ほ
か
の
詩
人
に
は
朙
確
に
は
見
ら
れ
な
い
特
色
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

黃
庭
堅
は
墨
竹
の
ほ
か
に
も
、
枯
木
、
石
、
梅
な
ど
の
題
材
に
つ
い
て
も
數
多

く
の
作
品
を
殘
し
て
い
る
。
黃
庭
堅
の
「
墨
戲
」
觀
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
も
幅

廣
く
含
め
る
か
た
ち
で
そ
の
特
徵
を
見
定
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
黃
庭

堅
の
「
墨
戲
」
觀
が
江
西
詩
派
を
は
じ
め
と
す
る
後
世
の
詩
人
や
禪
僧
た
ち
に
ど

の
よ
う
に
繼
承
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

㊟
（
１
）　

鈴
木
敬
『
中
國
繪
畫
史
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
一
年
～
一
九
九
五
年
、全
八
册
）、

上
卷
本
文
編
三
三
一
頁
參
照
。
な
お
西
上
勝
「
墨
竹
と
文
學
」（『
東
北
大
學
中
國
語

學
文
學
論
集
』
第
十
四
號
、
二
○
○
九
年
）
を
參
照
。
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四

（
２
）　
「
墨
戲
」
と
い
う
言
葉
が
最
初
に
使
わ
れ
る
の
は
黃
庭
堅
「
東
坡
居
士
墨
戲
賦
」

で
あ
る
。
西
上
勝
「
墨
戲
に
つ
い
て
」（『
山
形
大
學
紀
要
』（
人
文
科
學
）
第
十
七

卷
第
二
號
、
二
○
一
一
年
）
を
參
照
。

（
３
）　

中
村
茂
夫
「
黃
庭
堅
の
繪
畫
觀
」（『
中
國
畫
論
の
展
開
』、
中
山
文
華
堂
、

一
九
六
五
年
）
に
擧
げ
ら
れ
る
の
は
、「
次
韻
黃
斌
老
所
畫
橫
竹
」
と
「
次
歬
韻
謝

與
迪
惠
所
作
竹
五
幅
」
と
い
う
墨
竹
詩
の
み
で
あ
る
。
ま
た
長
谷
川
昌
宏
「
黃
庭
堅

の
藝
術
と
禪
」（
鈴
木
哲
雄
編
『
宋
代
禪
宗
の
社
會
的
影
響
』
所
收
、山
喜
房
佛
書
林
、

二
○
○
二
年
）、
陳
傳
席
『
中
國
繪
畫
理
論
史
』（
三
民
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
は
殆

ど
黃
庭
堅
の
跋
文
な
ど
の
文
章
を
參
照
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
４
）　

孫
海
燕
「
黃
庭
堅
對
傳
統
詩
歌
意
象
的
禪
意
化
演
進―

以
⺼
、松
、竹
爲
例
」（『
文

學
遺
產
』
二
〇
〇
九
年
第
六
朞
）、
張
高
評
「
詩
、
畫
、
禪
與
蘇
軾
、
黃
庭
堅
詠
竹

題
畫
硏
究
」（『
唐
宋
題
畫
詩
及
其
流
韻
』
萬
卷
樓
、
二
〇
一
六
年
）
も
主
に
墨
竹
詩

の
イ
メ
ー
ジ
と
禪
と
の
關
わ
り
を
論
じ
る
。
孫
海
燕
の
論
文
は
黃
庭
堅
の
「
用
歬
韻

謝
子
舟
爲
予
作
風
雨
竹
」
に
つ
い
て
「
他
在
這
裡
把
禪
家
的
榮
枯
無
別
與
莊
子
的
死

生
自
然
觀
結
合
起
來
了
」
と
指
摘
す
る
が
、
具
體
的
な
檢
討
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

更
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）　

本
稿
に
引
用
す
る
黃
庭
堅
詩
は
劉
尙
榮
『
黃
庭
堅
詩
集
㊟
』（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
七
年
）、
文
は
劉
琳
・
李
勈
先
・
王
蓉
『
黃
庭
堅
全
集
』（
四
川
大
學
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
）
を
底
本
と
す
る
。

（
６
）　

黃
庭
堅
詩
の
繫
年
は
南
宋
任
淵
『
山
谷
詩
集
㊟
』、
黃
㽦
『
山
谷
年
譜
』（
文
淵

閣
四
庫
全
書
本
）
及
び
鄭
永
曉
『
黃
庭
堅
年
譜
新
編
』（
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
、

一
九
九
七
年
）
を
參
照
。

（
７
）　

こ
の
二
句
は
『
靑
箱
雜
記
』
卷
六
の
「
世
傳
魏
野
嘗
從
萊
公
（
寇
準
）
遊
陝
府
僧
舍
、

各
㊒
留
題
。
後
復
同
遊
、見
萊
公
之
詩
已
用
碧
紗
籠
護
欄
、而
野
詩
獨
否
、塵
昏
滿
壁
。」

と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。

（
８
）　

川
合
康
三
「
詩
は
世
界
を
創
る
か―

中
唐
に
お
け
る
詩
と
造
物
」（『
中
國
文
學
報
』

第
四
十
四
册
、
一
九
九
二
年
四
⺼
）
に
「
繪
畫
の
見
事
さ
を
造
物
の
働
き
に
た
と
え

る
の
は
、
か
な
り
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
」
と
あ
り
、
ま
た
、
本
稿
に
示
し
た
杜
甫
「
畫

鶻
行
」
詩
の
「
功
刮
造
化
窟
」、韓
愈
「
答
孟
郊
」
詩
の
「
文
字

天
巧
」、李
賀
「
高

軒
過
」
詩
の
「
筆
補
造
化
天
無
功
」
な
ど
を
擧
げ
る
。

（
９
）　

本
稿
に
お
け
る
蘇
軾
作
品
の
引
用
は
、
孔
凢
禮
點
校
『
蘇
軾
詩
集
』（
中
華
書
局
、

一
九
八
二
年
）
及
び
『
蘇
軾
文
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
を
底
本
と
す
る
。

（
10
）　

通
行
本
『
莊
子
』
で
は
「
疑
」
を
「
凝
」
字
に
作
る
が
、「
疑
」
の
方
が
正
し
い
。

『
蘇
軾
詩
集
』
王
文
誥
㊟
を
參
照
。

（
11
）　

十
柱
の
主
林
神
は
布
華
如
雲
主
林
神
、
擢
幹
舒
光
主
林
神
、
生
芽
發
耀
主
林
神
、

吉
祥
淨
葉
主
林
神
、
垂
布
焰
藏
主
林
神
、
淸
淨
光
朙
主
林
神
、
可
意
雷
音
主
林
神
、

光
香
普
遍
主
林
神
、
妙
光
迴
耀
主
林
神
、
華
果
光
味
主
林
神
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
草

木
の
萠
芽
・
生
長
等
を
司
る
。

（
12
）　

黃
庭
堅
は
、
こ
の
偈
を
含
む
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
に
收
め
ら
れ
る
「
七
佛
偈
」

を
僧
侶
逹
の
た
め
に
何
度
も
書
寫
し
た
と
い
う
。「
跋
七
佛
偈
」（
正
集
卷
三
）
に
は
、

「
七
佛
所
說
偈
、
蓋
禪
源
也
、
淺
陋
者
爭
騖
於
末
流
、
而
不
知
歸
。
故
余
數
爲
叢
林

中
書
此
」
と
あ
り
、
七
佛
偈
を
禪
理
解
の
源
だ
と
看
做
し
て
い
る
。

（
13
）　

外
典
に
も
「
幻
」・「
幻
化
」
の
槪
念
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
『
列
子
』
周

穆
王
篇
に
「
窮
數
逹
變
、
因
形
移
易
者
、
謂
之
化
、
謂
之
幻
…
…
知
幻
化
之
不
異
生

死
也
、
始
可
與
學
幻
矣
」
と
言
う
よ
う
に
、「
因
形
移
易
」
つ
ま
り
自
然
に
任
せ
て

變
化
し
移
ろ
っ
て
い
く
こ
と
が
强
調
さ
れ
て
お
り
、佛
敎
の「
幻
」と
は
や
や
異
な
る
。

（
14
）　

周
裕
鍇
「
法
眼
看
世
界―

佛
禪
觀
照
方
式
對
北
宋
後
朞
藝
術
觀
念
的
影
響
」（『
文

學
遺
產
』、
二
○
○
六
年
第
五
朞
）
に
「
在
北
宋
後
朞
習
禪
作
家
的
圈
子
里
、
把
現

象
世
界
和
藝
術
世
界
視
爲
虛
幻
不
實
的
觀
念
驟
然
流
行
」
と
見
え
る
。

（
15
）　

こ
の
點
に
關
し
て
は
、
周
裕
鍇
が
「
試
論
『
石
門
文
字
禪
』
中
景
畫
詩
禪
之
交
融
」

（『
文
學
遺
產
』、
二
○
一
六
年
第
三
朞
）
に
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
。

（
16
）　

西
上
勝
「
墨
竹
と
文
學
」
及
び
宇
佐
美
文
理
『
中
國
藝
術
理
論
史
硏
究
』（
創
文
社
、



黃
庭
堅
の
墨
竹
詩

一
一
五

二
〇
一
五
年
）
第
二
章
を
參
照
。

（
17
）　

の
こ
り
の
三
首
は
「
次
歬
韻
謝
與
迪
惠
所
作
竹
五
幅
」（『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷

十
四
）、「
戲
題
斌
老
所
作
兩
竹
梢
」（『
山
谷
詩
別
集
補
』）、「
詠
子
舟
小
山
叢
竹
」（
同

上
）
で
あ
る
。

（
18
）　

古
代
の
「
回
腕
」
と
い
う
筆
の
取
り
方
に
つ
い
て
、
朙
確
な
記
錄
は
殘
っ
て
い
な

い
が
、
黃
庭
堅
は
「
回
腕
」
を
古
い
筆
法
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
跋
與
張
載
熙

書
卷
尾
」
に
「
凢
學
書
欲
先
學
用
筆
之
法
、
欲
雙
鉤
回
腕
、
掌
虛
指
實
」。

（
19
）　

黃
庭
堅
の
考
え
は
、
南
朝
宋
の
宗
炳
「
畫
山
水
序
」
の
「
聖
人
含
衟
映
物
、
賢
者

澄
懷
味
像
」
や
唐
の
張
彥
遠
『
歷
代
名
畫
記
』
卷
二
の
「
凝
神
遐
想
、
妙
悟
自
然
、

物
我
兩
忘
、
離
形
去
智
。
身
固
可
使
如
槁
木
、
心
固
可
使
如
死
灰
」
と
い
う
畫
論
に

近
い
。
ま
た
、
歬
述
の
蘇
軾
の
「
嗒
然
遺
其
身
」
及
び
「
其
身
與
竹
化
」
と
い
う
狀

態
は
結
果
的
に
は
榮
枯
生
死
や
嗔
喜
得
喪
を
忘
却
す
る
狀
態
を
示
し
て
い
る
。

（
20
）　

こ
の
公
案
は
南
宋
朞
に
成
立
し
た
『
五
燈
會
元
』
に
引
か
れ
て
お
り
、
こ
の
記
事

が
も
と
も
と
如
何
な
る
文
獻
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
不
朙
で
あ
る
が
、

禪
學
に
精
通
し
た
黃
庭
堅
が
こ
の
公
案
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

（
21
）　

唐
代
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
詩
の
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
韋
莊
「
南
省
伴

直
」
詩
の
「
何
事
愛
留
詩
客
宿
、滿
庭
風
雨
竹
蕭
騷
」
と
「
寄
江
南
逐
客
」
詩
の
「
記

得
竹
齋
風
雨
夜
、
對
床
孤
枕
話
江
南
」
が
例
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
。

（
22
）　

惠
洪
に
は
「
崇
勝
寺
後
竹
千
餘
竿
獨
一
根
秀
出
呼
爲
竹
尊
者
」
の
詩
が
あ
る
。

（
23
）　
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
十
に
も
見
え
る
が
、「
尺
」
は
「
丈
」
に
作
る
。

（
24
）　
「
脚
跟
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
十
福
州
玄
沙
宗
一
大
師
に

「
老
和
尙
脚
跟
猶
未
點
地
」
と
い
う
話
が
あ
り
、「
脚
跟
點
地
」
は
し
っ
か
り
眞
面
目

に
悟
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。




